
｢海
外
神
社
｣
研
究
序
説

戦
前
'
日
本
人
の
海
外
進
出
'
日
本
の
植
民
地
支
配
･｢勢
力
圏
｣

の
拡
大
に
伴

っ
て
､
｢
日
本
人
の
居
る
と
こ
ろ
す
べ
て
神
社
あ
-
｣

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
'
海
外
に
は
多
-
の
神
社
が
建
て
ら
れ
た
｡
こ
れ

(I)

ら
の
神
社
は

｢海
外
神
社
｣
と
よ
ば
れ
た
が
､
後
述
す
る
よ
う
に
九

〇
年
代
以
降
､
各
地
域
に
お
け
る
海
外
神
社
の
研
究
は
飛
躍
的
に
進

ん
だ
｡
本
稿
で
は
'
そ
れ
を
踏
ま
え
て
､
海
外
神
社
全
体
に
つ
い
て

の
､
研
究
史
'
実
態
､
時
期
区
分
､
海
外
神
社
研
究
の
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
｡

一

海
外
神
社
の
研
究
史

吊

戦
前
の
研
究

中

島

三

千

男

海
外
神
社
の
存
在
は
早
-
か
ら
あ
-
な
が
ら
､
そ
の
研
究
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
､
よ
う
や
-

一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ

っ
た
｡
海
外
神
社
に
関
す
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は

({･,)

小
笠
原
省
三
の

『海
外
の
神
社
』
(
一
九
三
三
年
)
で
あ
る
｡
小
笠
原

は
後
で
も
触
れ
る
よ
う
に
､
海
外
神
社
創
設
運
動
の
実
践
者
で
あ
り
'

と
く
に
朝
鮮
神
宮
の
鎮
座
以
降
､
海
外
の
神
社
に
は
必
ず
そ
の
地
の

｢始
祖
及
び
建
国
有
功
者
｣
を
配
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
､
｢国
魂
大

神
｣
奉
斎
を
､
政
府
や
総
督
府
､
畳
な
ど
に
ね
ば
-
強
く
説
い
た
実

践
者
に
相
応
し
く
'
本
書
は
､
い
わ
ば
こ
う
し
た
理
念
を
述
べ
た
部

分
と
海
外
各
地
の
神
社
の
現
況
を
述
べ
た
部
分
と
に
よ
っ
て
な
り
た

っ
て
い
る
｡

小
笠
原
の

『海
外
の
神
社
』
が
海
外
神
社
研
究
の
噂
矢
と
す
れ
ば
､

海
外
神
社
の
本
格
的
な
研
究
書
は
'
そ
の

一
〇
年
後
に
出
さ
れ
た
'
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(3)

近
藤
喜
博
の

『海
外
神
社
の
史
的
研
究
』
(
一
九
四
三
年
)
で
あ
る
｡

本
書
は
'
そ
の
書
名
の
通
-
'
海
外
神
社
の
史
的
分
析
に
焦
点
を
あ

て
た
も
の
で
あ
-
､
｢江
戸
時
代
以
前
｣
と

｢明
治
時
代
以
降
｣
の

二
つ
に
わ
け
て
海
外
神
社
の
歴
史
的
分
析
を
行
な
い
'
さ
ら
に

一
九

四
〇
年
前
後
の
海
外
神
社
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡

佃

戦
後
'
第

l
期
の
研
究

戟
後
の
研
究
は
四
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
第

一
期
は

一
九

六
〇
年
代
前
半
ぐ
ら
い
ま
で
の
時
期
で
'
こ
の
期
の
研
究
は
神
社
関

係
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
ま
ず
第

一
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な

(4)

ら
な
い
の
は
､
小
笠
原
省
三
編
述
の

『海
外
神
社
史

上
巻
三

一
九

五
三
年
)
で
あ
る
｡
こ
の
書
は
､
小
笠
原
の
海
外
神
社
に
関
す
る
見

解
､
立
場
が
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
､
基
本
的
に
は
戦
前
の
海

外
神
社
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
集
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

-
'
今
日
に
い
た
る
ま
で
､
海
外
神
社
研
究
の
古
典
的
､
基
本
的
文

献
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
｡

(t[･)

次
に
'
こ
の
期
の
成
果
と
し
て
は
､
『神
社
本
庁
十
年
史
A
(
一
九

(6)

五
六
年
)
及
び
岡
田
米
夫
の
仕
事
が
あ
る
｡
地
域
別
の
主
要
神
社
名

(創
立
年
､
祭
神
'
所
在
地
等
を
含
む
二

覧
や
､
そ
の
地
域
の
所
在
地
別

一
覧
､
さ
ら
に
祭
神
別

一
覧
､
創
立
年
別

一
覧
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て

お
-
､
海
外
神
社
の
全
貌
を
手
軽
に
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
｡

刷

戦
後
'
第
二
期
の
研
究

第
二
期
は
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
十
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期

で
'
神
社
関
係
者
以
外
か
ら
の
研
究
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
､
そ

の
分
析
視
角
は
､
海
外
神
社
を
､
植
民
地
支
配
や
皇
民
化
政
策
と
の

関
連
で
論
じ
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
を
初
め
て
世
に
問
う
た
の
が
'

(7
】

中
濃
教
篤
の
二
冊
の
本
､
『近
代
日
本
の
宗
教
と
政
治
』
(
一
九
六
八

午
)
と

『天
皇
制
国
家
と
植
民
地
伝
道
』
(
1
九
七
六
年
)
で
あ
る
｡
中

濃
の
仕
事
は
､
単
に
海
外
神
社
の
問
題
を
植
民
地
支
配
や
皇
民
化
政

策
と
の
関
連
で
論
じ
た
だ
け
で
は
な
く
'
そ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
､
近
代
日
本
の
仏
教
'
キ
リ
ス
ト
教
'
教
派
神
道
な
ど
が
国
家

神
道
に
よ
る
抑
圧
の
犠
牲
者
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
視
角

を
､
植
民
地
､
ア
ジ
ア
の
視
点
を
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
今
日
の

言
葉
で
い
え
ば
､
そ
れ
ら
の
宗
教
の

｢加
害
責
任
｣
､
｢宗
教
者
の
戦

(8)

争
責
任
｣
の
問
題
を
浮
び
上
ら
せ
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

ま
た
､
こ
の
視
点
か
ら
の
研
究
の
理
論
水
準
を

一
気
に
た
か
め
た

(9)

の
が
､
千
葉
正
士
で
あ
る
｡
千
葉
は
'
海
外
神
社
の
中
で
も
､
海
外

移
住
者
'
居
留
民
が
建
て
た
神
社
を

｢居
留
民
設
置
神
社
｣
と
名
づ

け
た
｡
ま
た
､
海
外
神
社
の
大
部
分
は
こ
う
し
た
居
留
民
設
置
神
華

で
あ
っ
た
が
'
そ
れ
に
対
し
､
台
湾
神
社
や
朝
鮮
神
宮
の
よ
う
に
'

政
府
が
､
当
該
地
に
お
け
る

｢総
鎮
守
｣
と
し
て
'
現
地
人
の

｢教

化
｣
を
も
含
め
た
役
割
を
持
た
せ
て
建
て
た
神
社
を

｢政
府
設
置
神
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社
｣
と
名
づ
け
た
｡
さ
ら
に
､
政
府
が

｢居
留
民
設
置
神
社
｣
の
中

か
ら
い
-
つ
か
の
神
社
を
抜
き
出
し
て
､
こ
れ
に
官
国
弊
社
の
社
格

(柑)

を
与
え
た
神
社
を

｢政
府
列
格
神
社
｣
と
名
づ
け
た
｡
こ
う
し
て
千

葉
は
､
外
地
に
は
､
総
鎮
守
と
し
て
の
政
府
設
置
神
社
-
政
府
列
格

神
社
1

居
留
民
設
置
神
社
と
い
う
海
外
神
社
の

｢
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的

序
列
｣
が
つ
-
ら
れ
'
｢宗
教
的
支
配
体
制
の
整
備
が
こ
こ
ろ
み
ら

れ
た
｣
と
し
て
い
る
｡

㈲

戦
後
､
第
三
期
の
研
究

第
三
期
は
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
も
の
で
､

基
本
的
に
は
第
二
期
の
視
点
を
受
け
継
い
で
､
各
地
域
の
海
外
神
社

に
就
い
て
の
個
別
論
文
が
出
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
｡

(ll)

(12)

朝
鮮
に
お
い
て
は
､
欄
木
寿
男
や
､
阿
部
俊
二
の
仕
事
が
あ
り
､

ま
た
､
八
〇
年
代
に
入
る
と
'
神
社
を
含
む
仏
教
､
キ
リ
ス
ト
教
等

の
日
本
の
宗
教
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の

基
本
的
文
献
と
な
る
'
韓
暫
蟻
の

『日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政

(13)
策
』
が
だ
さ
れ
た
｡

(E;

台
湾
に
つ
い
て
は
横
森
久
美
の
仕
事
が
あ
り
､
満
州
に
つ
い
て
は
､

(ほ一

島
川
雅
史
の
仕
事
が
あ
る
｡
さ
ら
に
､
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
､
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
(昭
南
島
)
に
､
軍
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
昭
南
神
社
に

ロ限コ

つ
い
て
は
､
矢
野
陽
が

『南
進
の
系
譜
』
で
'
ま
た
､
鈴
木
静
夫
と

(t3)

横
山
真
任
が

『神
聖
国
家
日
本
と
ア
ジ
ア
』
で
部
分
的
に
触
れ
で
い

る
｡

㈲

戦
後
'
第
四
期
の
研
究

第
四
期
は

1
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
時
期
で
あ

-
､
海
外
神
社
の
研
究
が
､
質

･
量
と
も
に
飛
躍
的
に
進
ん
だ
時
期

で
あ
る
｡
こ
の
時
期
の
研
究
の
特
徴
は
､
第

1
に
､
第
二
期
以
降
の

植
民
地
支
配
と
の
関
連
か
ら
行
な
わ
れ
る
研
究
が

1
層
深
ま
-
､
そ

の
地
域
の
特
定
の
時
代
や
特
定
の
課
題
に
絞

っ
た
研
究
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
り
'
さ
ら
に
は
､
そ
の
地
域
の
神
社
政
策

･
海
外
神

社
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
単
独
の
著
作
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

(18)

(_9)

て
き
た
こ
と
で
あ
る
｡
朝
鮮
関
係
で
は
栗
田
英
二
､
青
野
正
明
､
山

(20
)

(21)

口
公

一
の
仕
事
で
あ
り
､
台
湾
に
つ
い
て
は
中
島
三
千
男
の
仕
事
や

(22
)

察
錦
堂
(?日
本
帝
国
主
義
下
台
湾
の
宗
教
政
策
｣)
の
仕
事
で
あ
る
｡

第
二
に
'
戦
後
の
第
二
期
以
来
､
沈
黙
を
保
っ
て
き
た
感
の
あ

っ

た
､
神
道
(学
)関
係
者
に
よ
る
勢
力
的
な
研
究
が
'
次
々
に
発
表
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
｡
朝
鮮
に
つ
い
て
は
､
菅
浩

(23
)

二
の
仕
事
､
満
州
に
つ
い
て
は
嵯
峨
井
建
(『満
州
の
神
社
興
亡
史
｣)
の

(別
)

仕
事
､
ま
た
､
前
田
孝
和
の
樺
太
､
ハ
ワ
イ
(r
(
ワ
イ
の
神
社
史
｣)､

(25)

ブ
ラ
ジ
ル
の
研
究
な
ど
で
あ
る
｡
第
三
に
､
分
析
視
角
の
拡
大
で
あ

る
｡
第
二
期
以
降
進
め
ら
れ
て
き
た
'
植
民
地
支
配
と
の
関
係
､
皇

民
化
政
策
と
い
う
視
点
を
お
い
た
研
究
､
千
葉
の
概
念
に
従
え
ば
､

｢政
府
設
置
神
社
｣
の
役
割
に
視
点
を
お
い
た
研
究
に
対
し
て
､
海
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外
神
社
が
日
本
人
居
留
民
に
と

っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
も

っ
て
い
た

の
か
と
い
う
､
｢居
留
民
設
置
神
社
｣
に
視
点
を
お
い
た
研
究
が
出

始
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
｡
神
道
(学
)関
係
者
の
仕
事
は
基
本
的
に

こ
の
視
点
に
た
つ
も
の
で
あ
り
､
ま
た
先
の
栗
田
英
二
の
仕
事
､
さ

ら
に
大
連
神
社
を
宗
教
社
会
学
の
立
場
か
ら
分
析
し
た
､
新
田
光
子

(26)

の
仕
事
(『大
連
神
社
史
』)も
こ
の
視
点
に
た
つ
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
､

こ
の
分
析
視
角
の
拡
大
は
こ
の
他
に
も
'
神
道
教
義
の
立
場
か
ら
の

菅
浩
二
の
仕
事
'
さ
ら
に

｢朝
鮮
と
内
地
の
宗
教
政
策
の
関
係
｣
を

(小..)

論
じ
た
平
山
洋
の
仕
事
な
ど
が
あ
る
｡

第
四
に
､
こ
う
し
た
各
地
域
の
個
別
研
究
の
深
ま
り
､
あ
る
い
は

分
析
視
角
の
拡
大
を
踏
ま
え
て
'
海
外
神
社
全
体
の
評
価

･
位
置
付

け
を
行
な
う
試
み
も
で
て
き
て
い
る
｡
新
田
光
子
の

『大
連
神
社
』

(28)

の
序
章
や
終
章
の
仕
事
で
あ
-
､
ま
た
神
道
文
化
会
座
談
会

｢海
外

(29)

神
社
を
め
ぐ
っ

て

｣

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
｡

ま
た
､
そ
う
し
た
､
海
外
神
社
の
全
体
的
な
評
価
を
行
な
う
上
で

欠
-
こ
と
の
出
来
な
い
､
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
海
外
神
社

1

(30)

覧
が
佐
藤
弘
毅
の
手
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
､
戦
前
に
ま

と
め
ら
れ
た
､
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
各
種
神
社

一
覧
等
を
比
較
対
象
､

検
討
し
て
､
各
地
域
の
海
外
神
社
の

云
兄
を
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
.

小
笠
原
省
三
の

『海
外
神
社
史

上
巻
』
と
並
ぶ
､
海
外
神
社
史
研

究
の
基
本
文
献

･
史
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
｡

二

海
外
神
社
の
実
態

48

吊

全
体
の
概
観

以
上
に
見
た
よ
う
な
､
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
､
海
外
神
社
の
実

態
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
｡
ま
ず
､
全
体
的
な
概
観
を
行
な
う
｡

【表
-
】
は
､
現
在
判
明
し
て
い
る
限
-
の
主
な
地
域
別
の
神
社

な
ら
び
に
社

･
神
頑
の
数
で
あ
る
｡
あ
と
で
触
れ
る
が
､
台
湾
で
は

(31)

社
(両
)､
朝
鮮
で
は
神
洞
と
言
わ
れ
て
､
神
社
と
区
別
さ
れ
た
神
祇

奉
斎
施
設
は
､
実
態
と
し
て
は
神
社
と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
お
-
､

海
外
神
社
を
考
え
る
場
合
こ
れ
ら
は

一
体
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば

(32
)

な
ら
な
い
｡
そ
の
意
味
で
､
両
者
を

一
つ
の
表
に
組
み
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
｡
こ
れ
で
見
る
と
神
社
は
六

二

社
､
社
や
神
南
は

1
､
〇

二
九
社
､
併
せ
て

一
､
六
四
〇
社
に
の
ぼ
る
｡

神
社
と
社

･
神
両
を
併
せ
た
数
を
地
域
別
に
見
て
い
-
と
､
朝
鮮

が
九
九
五
社
で
全
体
の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
半
数
を
占
め
る
｡
以

下
､
満
州
二
四
三
社
(
1
五
パ
ー
セ
ッ
ト
)､
台
湾

1
八
四
社
(
〓

パ
ー

セ
ン
ト
)､
樺
太

〓

1八
社
(八
パ
ー
セ
ン
ト
)､
中
華
民
国
五

1
社
(三
パ

ー
セ
ン
ト
)､
南
洋
諸
島
二
七
社
(二
パ
ー
セ
ン
ト
)､
関
東
州

l
二
社
〓

パ
ー
セ
ン
ト
)と
な
る
｡

ま
た
､
い
わ
ゆ
る

｢外
地
｣
に
は
社
格
制
度
が
部
分
的
に
持
ち
込



表 1 地域別神社､社 ･神示司数

神 社 社.神南 計
官幣社 国幣社 県 社 郷 社 その他 (小計)

台 湾 2 3 8 10 45 68 116 184

樺 太 1 0 7 0 120 128 0 128

関 東 州 1 0 0 0 ll 12 0 12

朝 鮮 2 8 0 0 72 82 913 995

南 洋 諸 島 1 0 0 0 26 27 0 27

満 州 - - - 243 243 - 243

中華 民 国 - - - - 51 51 - 51

注1 神社の ｢その他｣は ｢無櫓社｣にあたるものであるが､台湾では台湾護国神社､樺太では樺太護国
神社他 2社､また朝鮮では京城護国神社､羅南護国神社の他､道供進社 9社､府供進社8社､邑供

進社18杜を含む数である｡
注2 佐藤弘毅 ｢資料紹介 戦前の海外神社一覧 I｣､｢同 71｣及び､｢同 Il｣の付録(参 ｢戦前の海
外神社創立年代表｣､付録(丑 ｢神嗣創立年地区別一覧｣(注30参照)より作成.但し､満州のみは嵯峨
井建の r満州の神社興亡史J(注24参照)の巻末資料 ｢関東州 ･満州国神社一覧｣より創立年代の確
定しているものの数を241として､これをとった｡造営､造営予定､創立予定などは省いたが､そ
れらを含むと332社になる｡

注3 神社数算出の最終現在年
1日現在に1945年までの神社を追加｡
末現在末現在
現在

1日現在に1945年までの神社を追加｡
30日現在

1937年3月
1942年12月
1941年6月
1945年現在
1941年1月
1941年8月
1942年6月

樺 太

台 湾
南 洋

朝 鮮
関 東 州

満 州
中華民国

ま
れ
て
い
た
が
､
官
国
幣
社
の
数
も
朝
鮮
が

一
〇
社
と
飛
び
抜

け
て
多
-
､
つ
い
で
台
湾
の
五
社
が
続
-
｡
こ
う
し
た
､
全
体

の
数
や
官
国
幣
社
の
数
か
ら
見
て
も
'
日
本
の
植
民
地
支
配
に

お
け
る
朝
鮮
の
位
置
の
重
要
性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
こ
よ
う
｡

な
お
､
こ
の
表
の
地
域
の
他
に
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
'

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
(昭
南
島
)
に

1
九
四
二
年
に
建
て
ら
れ
た
昭
南

神
社
の
他
､
バ
タ
ビ
ヤ
に
は
八
達
威
神
社
が
､
ア
ユ
タ
ヤ
(タ

イ
)
に
は
長
政
神
社
が
あ

っ
た
｡
ま
た
'
ど
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
も
､
日
本
の
行
政
権
が
及
ば
な
か

っ
た
地
域
の
海
外
神

社
と
し
て
は
'
ハ
ワ
イ
に
は
ヒ
ロ
大
神
宮
'
ハ
ワ
イ
出
雲
大
社

ほ
か
五
六
社
､
ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
に
は
散
港
大
神
宮
以
下
二

社
､
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
東
京
植
民
地
神
宮
以
下
二
社
が
あ

っ
た
｡

佃

地
域
別
概
観

【表

2
】
は
､
地
域
別

･
年
代
別
海
外
神
社
(神
社
､
社
･神
嗣
)

数
で
あ
る
｡
こ
の
表
を
見
な
が
ら
'
各
地
域
の
神
社
､
社

･
神

南
の
建
立
状
況
､
神
社
政
策
を
見
て
い
こ
う
｡

台
湾

台
湾
は
日
清
戦
争
後
'
下
関
条
約
で
日
本
の
領
土
と

な

っ
た
地
域
で
あ
る
が
､
こ
こ
に
最
初
に
建
て
ら
れ
た
神
社
は

県
社
開
山
神
社
で
あ
る
｡
開
山
神
社
は
も
と
も
と
'
明
朝
復
興

を
目
指
し
た
明
の
遺
臣
と
し
て
'
ま
た
'
漢
民
族
の
台
湾
開
拓

の
始
祖
と
し
て
英
雄
視
さ
れ
て
い
た
鄭
成
功
を
配
る
私
廟
(開
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表2 地域 別 ･年代別海外神社数 (創立年)

㌔ ･神 社 社 .神両 計⊥ヽ口 樺 関東州 朝 南洋 満 中華 示 ム⊂コ 朝拷 太 鰭 請島 州 氏国 草 拷 鮮

1900年 まで 2 2 3 5

1901-1905 0 1 1 0 1

1906-1910 1 3 ′ 2 5 ll 2 13

1911-1915 7 2 1 0 1 16 2 29 3 2 34

1916-1920 6 3 2 35 2 9 3 60 6 41 107

1921-1925 2 61 3 7 1 3 0 77 16 57 150

1926-1930 3 24 1 7 2 0 1 38 31 78 147

1931-1935 7 18 2 2 2 32 4 67 38 86 191

1936-1940 30 ll 1 9 15 110 26 202 17 353 572

1941-1945 3 0 0 20 0 67 14 104 0 296 400

(不 明) 7 6 0 2 4 0 1 20 0 0 20

注1 位藤弘毅 ｢資料紹介 戦前の海外神社一覧 I｣､｢同 Ⅱ｣及び､｢同 Ⅱ｣の付録② ｢戟前の海
外神社創立年代表｣､付録(釘 ｢神嗣創立年地区別一覧｣(注30参照)より作成｡但し､満州のみは嵯峨
井延の r満州の神社興亡史1(注24参照)の巻末資料 ｢関東州 ･満州国神社一覧｣より創立年代の確
定しているものの数を243として､これをとった｡造営､造営予定､創立予定などは省いたが､そ
れらを含むと332社になる｡

注 2 神社数貸出の最終現在年

樺 太 1937年3月1日現在に1945年までの神社を追加｡
台 湾 1942年12月末現在
南 洋 1941年6月末現在
朝 鮮 1945年現在
関 東 州 1941年1月現在
満 州 1941年8月1日現在に1945年までの神社を追加｡
中華民国 1942年6月30日現在

山
王
廟
ま
た
は
開
台
聖
王
廟
)
で
あ

っ
た
も
の
が
､
増
改

築
を
加
え
ら
れ
て
神
社
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
一

八
九
六
年
七
月
創
立
､
九
八
年

一
月
列
格
)
｡
二
番

目
に
建
て
ら
れ
た
の
が
､
台
湾
の
総
鎮
守
と
し
て
台

北
に

一
九
〇
〇
年
九
月
に
創
立
列
格
さ
れ
だ
官
幣
大

社
台
湾
神
社
で
あ
る
｡
祭
神
は
開
拓
三
神
(大
国
魂

命
･
大
己
貴
命
･
少
彦
名
命
)と
北
白
川
官
能
久
親
王
で

あ
る
｡
北
白
川
能
久
親
王
は
下
関
条
約
で
割
譲
さ
れ

た
台
湾

｢鎮
定
｣
の
た
め
近
衛
師
団
長
と
し
て
派
遣

さ
れ
､
｢鎮
定
｣
直
後
に
台
南
の
地
で
コ
レ
ラ
に
か

か
-
死
去
し
た
人
物
で
あ
る
｡
以
後
､
台
湾
に
建
て

ら
れ
る
多
-
の
神
社
は
こ
の
台
湾
神
社
の
祭
神
に
な

ら
っ
て
建
て
ら
れ
た
｡
台
湾
神
社
は

1
九
四
四
年
六

月
に
天
照
大
神
を
合
紀
し
て
神
宮
号
を

｢宣
下
｣
さ

れ
､
台
湾
神
宮
と
改
称
し
た
｡

ま
た
､
宜
蘭
神
社
(
一
九
〇
六
年
鎮
座
'
の
ち
県

社
に
列
格
)
や
台
北
稲
荷
神
社
(
一
九

二

年
鎮
座
､

の
ち
郷
社
に
列
格
)
な
ど
'
居
留
民
に
よ
る
神
社
や

綱
が
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
｡

一
九

一
五
(大
正
四
)
年
､
台
湾
領
有
当
初
の
武
装
′

抗
日
運
動
が
鎮
圧
さ
れ
て
以
降
の
､
湊
民
族
系
台
湾

人
の
最
後
で
最
大
の
反
日
蜂
起

｢西
来
庵
事
件
｣
が
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起
き
た
｡
以
降
､
台
湾
総
督
府
は
宗
教
調
査
を
は
じ
め
､
在
来
(土

着
)宗
教
の
調
査
等
を
行
な
う
が
､
同
時
に
神
社
制
度
の
整
備
を
､

第

一
次
世
界
大
戟
後
に
す
す
め
て
い
っ
た
｡

ま
ず
､

一
九
二
〇
年
の
地
方
制
度
の
改
正
=

州
､
市
､
街
､
庄
制

の
実
施
と
も
関
連
し
て
､
県
社
以
下
神
社
の
整
備
が
な
さ
れ
(｢県
社

以
下
神
社
の
創
立
､
移
転
､
廃
止
'
合
併
等
に
関
す
る
規
則
｣
1
九
二
三
年
)'

地
方
庁
と
地
方
神
社
と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
る
｡
こ
う
し
た
流

れ
の
中
で
'
花
蓮
港
神
社
が

1
九
二

1
年
､
台
東
神
社
が

一
九
二
四

年
､
阿
候
神
社
が

一
九
二
六
年
な
ど
居
留
民
設
置
神
社
が
つ
ぎ
つ
ぎ

に
県
社
に
列
格
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
台
湾
で
二
つ
目
の
官
幣
社
､

台
南
神
社
(官
幣
中
社
､
祭
神
北
白
川
能
久
親
王
)も

一
九
二
五
年
に
創
立

さ
れ
た
｡
ま
た
居
留
民
に
よ
る

｢無
願
神
両
｣
の
増
加
に
対
し
て
は
､

｢社
､
遥
拝
所
に
関
す
る
件
｣
(
1
九
二
三
年
)
を
出
し
て
､
｢神
社
に

あ
ら
ず
し
て
公
衆
に
参
拝
せ
し
む
る
た
め
神
祇
を
奉
斎
す
る
も
の
｣

を
社
と
規
定
し
､
官
庁
の
管
轄
下
に
収
め
た
｡

先
の

｢府
県
社
以
下
神
社
の
創
立
-
規
則
｣
は
､
そ
れ
ま
で
の

｢社
寺
'
教
務
所
､
説
教
所
建
立
廃
合
規
則
｣
(
一
八
九
九
年
)
と
い
う

宗
教
法
規
か
ら
神
社
法
規
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
-
'
｢神
社
は

宗
教
に
あ
ら
ざ
る
｣
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
い
う
意
味
も
併
せ
な

っ

て
い
た
が
､
総
督
府
は

一
九
二
二
年
以
降
､
台
湾
神
社
の
祈
年
祭

･

例
祭

･
新
嘗
祭

･
施
政
記
念
日
に
､
各
宗
教
各
派
総
代
を
し
て
参
列

さ
せ
る
こ
と
を
始
め
た
｡

1
九
三

1
年
の
満
州
事
変
以
降
､

1
連
の
国
民
教
化
運
動
が
展
開

さ
れ
､
そ
の
中
で
､
神
社
崇
拝
が
強
調
さ
れ
在
来
信
仰
の
抑
圧
が
強

化
さ
れ
る
｡

一
九
三
四
年
に
は

｢
一
街
庄

一
神
社
｣
政
策
が
出
さ
れ

【表
2
】
に
見
る
よ
う
に
神
社
数
は
急
増
し
た
｡
ま
た
逆
に
'
こ
の

神
社
建
設
を
奨
励
す
る
た
め
に
社
は
抑
制
さ
れ
た
｡
さ
ら
に
神
宮
大

麻
も
急
速
に
普
及
し
､
朝
鮮
は
お
ろ
か

｢内
地
｣
を
も
抜
い
て
'
全

戸
数
の
六
割
近
-
に
頒
布
さ
れ
た
｡
ま
た
こ
の
大
麻
の
普
及
に
合
せ

て
､
神
棚

の
設
置
が
奨
励
さ
れ
､
そ
の
た
め
に
家
庭
の
祭
紀
施
設
で

あ
る
正
庁
の

｢改
善
｣
､
神
仏
像
の
撤
去
焼
却
が
行
な
わ
れ
た
｡
こ

れ
は
､
日
中
戦
争
の
開
始
後
に
は
在
来
宗
教
施
設
で
あ
る
寺
廟
の
整

理
に
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
(台
湾
に
お
け
る
廃
仏
敷
釈
)｡
さ
す
が
に

こ
の
寺
廟
整
理
は

一
九
四

1
年
六
月
に
中
止
の
指
令
が
だ
さ
れ
た
が
､

日
本
の
植
民
地
や
占
領
地
で
在
来
宗
教
信
仰
が
破
壊
さ
れ
た
唯

一
の

例
で
あ
る
｡

1
九
四

l
年
の
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
'
物
資
の
供
給
の
面
か
ら

も
､
神
社
の
造
営
は
も
は
や
困
難
と
な
り
､
神
社
崇
拝
の
強
調
は
神

社
の
昇
格
と
い
う
形
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
-
な

っ
た
｡

一
九
四
二

年
以
降
､
居
留
民
設
置
神
社
の
郷
社

･
県
社

へ
の
昇
格
が
相
次
ぎ
､

ま
た
新
竹
神
社
以
下
三
社
が
県
社
か
ら
国
幣
社
に
昇
格
し
て
い
る
｡

ま
た
'
｢内
地
｣
に
お
け
る
都
道
府
県
に

一
つ
の
護
国
神
社
を
と

い

う
方
針
(
一
九
三
九
年
)
や
台
湾
に
お
け
る
陸

･
海
の
特
別
志
願
兵
制

度
の
実
施
と
も
絡
ん
で
､
台
湾
護
国
神
社
が

一
九
四
二
年
五
月
に
創
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立
さ
れ
た
｡

朝
鮮

朝
鮮
半
島
で
は
す
で
に
近
世
か
ら
小
飼
が
立
て
ら
れ
て
い

た
｡

1
六
七
八
(延
宝
大
)
年
､
倭
館
を
龍
頭
山
麓
に
移
し
た
時
､
対

馬
藩
主
の
宗
義
真
が
金
刀
比
羅
神
社
を
建
立
し
た
｡
こ
の
神
社
は
近

代
に
入
-
､

一
八
九

一
(明
治
二
四
)
年
居
留
地
神
社
と
改
称
'
さ
ら

に

1
九
〇
〇
年
に
は
龍
頭
山
神
社
と
称
し
た
(後
の
国
幣
小
社
龍
頭
山
神

社
)｡
ま
た
､
近
代
以
降
､
日
本
人
の
半
島
進
出
に
と
も
な
い
､

一

八
八
二
年
の
元
山
の
神
宮
遥
拝
所
(後
に
府
供
進
社
元
山
神
社
)
や

一
八

九
〇
年
の
仁
川
の
神
宮
遥
拝
所
(後
､
仁
川
大
神
宮
さ
ら
に
道
供
進
社
仁
川

神
社
)
の
よ
う
に
小
飼
や
神
宮
遥
拝
所
が
居
留
民
等
に
よ

っ
て
建
て

ら
れ
て
い
っ
た
｡

日
露
戟
争
後
'
韓
国
は
日
本
の
支
配
下
に
入
り
､

一
九
〇
六
年
'

韓
国
統
監
府
が
設
置
さ
れ
る
が
､
早
-
も
同
年

一
一
月

｢宗
教
の
宣

布
に
関
す
る
規
則
｣
が
だ
さ
れ
､
韓
国
で
活
動
し
て
い
た
日
本
人
宗

教
者

へ
の
監
督
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
さ
ら
に

一
九

一
〇
年

の
韓
国
併
合
に
よ
り
'
朝
鮮
総
督
府
が
お
か
れ
る
と
､

1
九

二

年

に
寺
制
令
が
だ
さ
れ
､
さ
ら
に

一
九

一
五
(大
正
四
)
年
に
は

｢布
教

規
則
｣
が
だ
さ
れ
て
(｢宗
教
の
宣
布
に
関
す
る
規
則
｣
は
廃
止
)､
キ
リ
ス

ト
教
や
新
宗
教
を
も
含
ん
だ
全
宗
教
に
対
す
る
統
制
権
を
総
督
府
が

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
｡

他
方
'
神
社
に
つ
い
て
は
､
こ
の

｢布
教
規
則
｣
と
同
時
に
､

｢神
社
寺
院
規
則
｣
が
出
さ
れ
'
朝
鮮
に
お
け
る
神
社
制
度
が
発
足

し
た
｡
こ
の
規
則
に
よ
り
こ
れ
ま
で
居
留
民
に
よ
つ
て
建
て
ら
れ
て

き
た
神
社
が

一
六
年
に

一
七
社
'
翌
年
に

二
二
社
が
公
認
さ
れ
た
｡

【表
2
】
で
'
朝
鮮
の
神
社
が

｢
一
九

一
六
年
～
二
〇
年
｣
に
か
け
て
'

突
如
と
し
て
大
量
に
表
れ
る
の
は
こ
う
し
た
背
景
を
も

っ
て
い
る
｡

ま
た
'

1
九

1
七
年
三
月
に
は

｢神
南
に
関
す
る
件
｣
を
出
し
て
'

設
備
の
整

っ
た
神
社
を
建
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
で
も
'
将
来

設
備
の
整

っ
た
神
社
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
､
そ
れ
を
神

両
と
し
て
許
可
し
､
総
督
府
が
把
握
す
る
体
制
を
つ
-

つ
た
｡

さ
ら
に
､

一
九

1
九
年
七
月
に
朝
鮮
半
島
の
総
鎮
守
で
あ
る
､
官

幣
大
社
朝
鮮
神
社
が
創
立

･
列
格
さ
れ
た
｡
祭
神
は
天
照
大
神
と
明

治
天
皇
が
経
ら
れ
た
｡
翌
年
か
ら
工
事
が
は
じ
ま
-
､
鎮
座
予
定
の

二
五
年
六
月
に
は
朝
鮮
神
宮
と
改
称
､

一
〇
月
に
鎮
座
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
朝
鮮
に
お
い
て
は
'

一
九

一
〇
年
代
後
半
以
降
に

神
社
の
整
備
が
進
み
､
ま
た
､

一
九
二
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
､
キ
リ

ス
ト
教
系
学
校
生
徒
の
神
社
参
拝
問
題
が
起
こ
-
は
じ
め
た
が
､
二

〇
年
代
は
ま
だ
､
そ
れ
程
､
強
圧
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
､

l
九
三

l
年
の
滴
州
事
変
以
降
'
学
校
生
徒
へ
の
神

社
参
拝
強
要
は
厳
し
い
も
の
に
な

-

'
三
六
年
に
は
参
拝
を
拒
否
す

る
学
校
は
廃
校
に
す
る
方
針
が
決
め
ら
れ
た
｡
こ
う
し
た
中
で
神
社

政
策
も
大
き
-
展
開
し
て
い
-
｡
三
五
年
､
｢内
地
｣
で

｢国
体
明

徴
｣
が
さ
け
ば
れ
た
時
期
､
朝
鮮
に
お
い
て
も
宇
垣
総
督
の
下
で
､

農
村
振
興
運
動
-

｢心
田
開
発
｣
運
動
が
開
始
さ
れ
､
こ
の
中
で
神
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社
を
政
策
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
し
て
､
三
六
年
八
月
､

一
連
の
神
社
改
正
が
行
な
わ
れ
た
｡

ま
ず
､
①
こ
れ
ま
で
朝
鮮
に
お
い
て
官
社
は
朝
鮮
神
宮
の

一
社
し
か

な
か
っ
た
が
､
国
幣
社
に
関
す
る
府
令
が
定
め
ら
れ
､
｢
一
道

一
国

幣
社
｣
の
設
置
方
針
に
基
づ
き
､
国
幣
社
が
次
々
に
作
-
だ
さ
れ
て

い
っ
た
(居
留
民
設
置
神
社
の
列
格
)｡
ま
ず
三
六
年
に
京
城
神
社
と
龍

頭
山
神
社
が
列
格
さ
れ
､
以
降
四
五
年
六
月
ま
で
に
大
部
､
平
壌
､

光
州
'
江
原
､
全
州
'
威
鏡
の
各
神
社
が
列
格
し
た
(結
局
〓
二
道
の

内
八
道
の
設
置
に
お
わ
る
)｡
①
官
国
幣
社
以
外
の
神
社
(民
社
)
に
道

･

府

･
邑
(町
)
･
面
(秤
)
よ
-
'
神
僕
幣
吊
料
を
供
進
で
き
る
府
令

･

告
示
を
出
し
'
道
供
進
社
､
府
供
進
社
､
邑
供
進
社
と
い
う
朝
鮮
独

自
の
社
格
を
制
定
し
た
｡
①
神
社
法
令
が

｢神
社
寺
院
規
則
｣
と
い

う
形
で
､
内
地
仏
教
と
同
じ
法
令
で
処
理
さ
れ
て
い
た
の
を
廃
し
､

あ
ら
た
に

｢神
社
規
則
｣
と
い
う
単
独
の
府
令
を
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
､
国
家
の
宗
紀
と
し
て
の
神
社
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
た
｡

さ
ら
に
日
中
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
､
内
地
に
お
い
て
は
国
民
精

神
総
動
員
運
動
が
始
ま
り
､

一
九
三
八
年
に
は
国
家
総
動
員
法
が
公

布
さ
れ
る
が
､
朝
鮮
も
本
格
的
な
大
陸
兵
祐
基
地
化
体
制
に
突
入
し
､

｢皇
民
化
政
策
｣
が
本
格
化
し
て
い
-
｡
こ
の
中
で
､
キ
リ
ス
ト
教

系
学
校
の
神
社
参
拝
問
題
は
､
教
会
そ
の
も
の
の
神
社
へ
の
参
拝
強

要
へ
と
発
展
し
､
つ
い
に
三
八
年
九
月
､
最
後
ま
で
抵
抗
を
続
け
て

い
た
長
老
会
も
神
社
参
拝
決
議
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡

ま
た
､
神
社
政
策
も
三
八
年
九
月
､
新
た
に

｢
一
面

一
神
社
設

置
｣
と
護
国
神
社
設
置
が
打
ち
出
さ
れ
た
｡
こ
の

一
面

1
神
社
政
策

は
､
現
実
に
は

1
面

一
神
詞
と
い
う
形
で
展
開
し
て
い
-
が
､
【表

2
】
の
朝
鮮
に
お
け
る

｢
一
九
三
六
年
～

一
九
四
〇
年
｣
､
｢
一
九
四

〇
年
-
1九
四
五
年
｣
の
神
社
の
急
造
'
神
両
の
爆
発
的
増
加
は
そ

の
表
わ
れ
で
あ
る
｡

護
国
神
社
に
つ
い
て
は
台
湾
で
も
見
た
の
と
同
じ
背
景
か
ら
､
京

城
と
羅
南
と
い
う
朝
鮮
の
二
個
師
団
の
各
司
令
部
所
在
地
に
京
城
護

国
神
社
と
羅
南
護
国
神
社
が
建
て
ら
れ
た
｡
さ
ら
に
､
総
督
府
は

｢紀
元
二
千
六
百
年
記
念
｣
事
業
と
し
て
､
百
済
の
旧
都
､
恩
情
南

道
扶
余
の
地
に
応
神
天
皇
､
斉
明
天
皇
､
天
智
天
皇
､
神
功
皇
后
を

奉
紀
す
る
官
幣
大
社
扶
余
神
宮
創
設
を
企
画
し
､
三
九
年
六
月
創
立

さ
れ
た
｡
し
か
し
､
こ
れ
は
三
九
年
か
ら
の
五
力
年
計
画
で
､
四
三

年
に
は
鎮
座
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
､
結
局
未
鎮
座
に
お
わ
っ
た
｡

な
お
､
朝
鮮
に
建
て
ら
れ
た
神
社
の
祭
神
で
も

っ
と
も
多
い
の
は

天
照
大
神
で
あ
り
､
明
治
天
皇
と
国
魂
大
神
が
こ
れ
に
次
ぐ
｡

そ
の
他
の
地
域

樺
太
は
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
(
一

九
〇
五
年
)
に
よ

っ
て
ー
北
緯
五
〇
度
以
南
が
日
本
の
領
土
と
な

っ

た
地
域
で
あ
る
｡

一
九
〇
七
(明
治
四
〇
)年
前
後
か
ら
日
本
人
の
集

住
地
で
あ
る
豊
原
や
大
泊
､
真
岡
な
ど
に
神
社
が
建
て
ら
れ
は
じ
め
､

1
九

一
〇
年
七
月
に
庁
所
在
地
の
豊
原
市
に
､
開
拓
三
神
(大
国
魂
命
へ

大
己
貴
命
､
少
彦
名
命
)を
祭
神
と
す
る
官
幣
大
社
樺
太
神
社
が
創
立

･
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列
格
､
翌
年
八
月
に
鎮
座
を
み
た
｡

一
九
二
〇
(大
正
九
)
年

〓

1月

｢神
社
規
則
｣
が
出
さ
れ
た
が
､
【表
2
】
の
如
-
､
他
の
地
域
と
こ

と
な
っ
て

1
九
二
〇
年
代
に
最
も
多
-
の
神
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
｡

県
社
は
七
支
庁
の
内
'
本
斗
支
庁
を
除
-
全
て
の
支
庁
に
創
ら
れ
た

(豊
栄
支
庁
の
み
t亮
､
居
留
民
設
置
神
社
の
昇
格
)｡
ま
た
､
1
九
〇
八
(明

治
四

一
)年
の
豊
原
神
社
境
内
で
の
招
魂
祭
に
始
ま
る
樺
太
招
魂
社

(
一
九

一
五
年
創
建
)
は

一
九
三
九
(昭
和

一
四
)
年
三
月
樺
太
護
国
神

社
と
改
称
せ
ら
れ
た
｡
最
も
多
い
神
社
の
祭
神
は
天
照
大
神
で
､
つ

い
で
'
誉
田
別
神
(八
幡
大
神
､
応
神
天
皇
を
含
む
)､
大
国
主
神
と
続
-
0

関
東
州
も
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
､
日
本
の
租

借
地
と
な

っ
た
が
､
早
-
も
大
連
の
転
山
屯
に
関
水
神
社
(
一
九
〇

八
年
創
立
)
'
同
じ
-
南
山
に
大
連
神
社
(
一
九
〇
九
年
)
が
創
立
さ

れ
た
｡

一
九
二
二
年
に
は
勅
令
に
基
づ
き
､
関
東
庁
令
第
七
八
号
の

｢関
東
州
及
南
満
州
鉄
道
付
属
地
神
社
規
則
｣
が
定
め
ら
れ
､
関
東

州
及
び
南
満
州
鉄
道
付
属
地
の
神
社
に
対
す
る
行
政
手
続
き
が
統

一

化
さ
れ
た
｡
ま
た
日
中
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
､
旅
順
市
に
天
照
大

神
と
明
治
天
皇
を
祭
神
と
す
る
官
幣
大
社
関
東
神
宮
が
創
建
さ
れ
た

(
1
九
三
八
年
六
月
創
立

･
列
格
､
四
四
年

1
0
月
鎮
座
)
.
関
東
州

の
神
社
の
祭
神
は
天
照
大
神
が
最
も
多
く
､
つ
い
で
'
明
治
天
皇
が

こ
れ
に
続
く
｡

南
洋
諸
島
｡
第

一
次
世
界
大
戟
後
'
パ
リ
の
講
和
会
議
(
一
九

一

九
年
)
の
結
果
､
赤
道
以
北
の
旧
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
は
日
本
の
委

任
統
治
領
と
さ
れ
た
｡
日
本
は
こ
こ
に
南
洋
庁
を
お
い
て
統
治
し
た

が
､
日
本
人
移
住
者
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
各
主
要
地
に
神
社
が

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
も

っ
と
も
古
い
神
社
は

一
九

一
四
年

に
､
サ
イ
パ
ン
島
に
創
立
さ
れ
た
彩
帆
神
社
で
あ
る
が
､
も

っ
と
も

多
-
建
て
ら
れ
た
の
は

【表
2
】
の
如
-
､

一
九
三
六
年
か
ら
四
〇

年
の

一
五
社
で
､
と
く
に

一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
､
そ

の
内
の

二

社
が
創
建
さ
れ
た
｡
ま
た
､

1
九
四
〇
年

二

月
'
パ

ラ
オ
支
庁
の
コ
ロ
ー
ル
島
に
天
照
大
神
を
祭
神
と
す
る
官
幣
大
社
南

洋
神
社
が
建
て
ら
れ
た
｡
南
洋
諸
島
の
神
社
の
祭
神
は
天
照
大
神
が

も

っ
と
も
多
い
｡

満
州
｡
日
露
戦
争
後
､
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
､
日
本
が
南

満
州
鉄
道
の
権
利
を
獲
得
し
て
以
来
'
日
本
人
の
進
出
が
増
え
'
さ

ら
に

一
九
三
二
年
､
日
本
の
武
力
を
背
景
に
満
州
国
が
誕
生
す
る
と
､

日
本
人
の
移
住
開
拓
が
急
増
し
神
社
も
多
数
建
て
ら
れ
た
｡
満
州
で

最
初
に
創
立
せ
ら
れ
た
神
社
は
安
東
神
社
で

一
九
〇
五
(明
治
三
八
)

牛
'
安
東
省
安
東
市
に
建
て
ら
れ
た
｡
【表
2
】
の
如
-
､
満
州
で

神
社
が
急
激
に
増
え
て
い
-
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
､
満
州
国
が
成

立
し
開
拓
団
が
入
る
よ
う
に
な
っ
で

か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
､
満
州
国

は

一
九
四
〇
(昭
和

一
五
)
年
､
奉
天
府
に
建
国
神
廟
を
創
建
'
天
照

㌧

大
神
を
紀
-
'
ま
た
建
国
忠
霊
廟
も
創
建
し
た
｡
こ
れ
は
日
本
に
お

け
る
伊
勢
神
宮
と
靖
国
神
社
に
倣

っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
ま

た
､
法
令
と
し
て
は

l
九
三
七
(昭
和

〓

1)年

〓

l月
に
在
満
州
国
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大
使
官
令
第

二
二
号

｢在
満
州
国
神
社
規
則
｣
が
出
さ
れ
る
が
､
こ

こ
に
は
満
州
国
の
神
社
の
設
置
や
神
社
行
政
は
日
本
国
(満
州
国
駐
留

特
命
全
権
大
使
)が
行
な
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
祭
神
は
天
照

皇
大
神
が
も

っ
と
も
多
-
､
つ
い
で
明
治
天
皇
で
あ
る
｡

中
華
民
国
O
中
華
民
国
に
お
け
る
神
社
建
設
は

1
九

一
五
年
の
日

支
条
約
(対
華
二
1
ヵ
条
)締
結
後
､
該
地
の
居
留
民
団
に
よ

っ
て
､
主

要
な
地
に
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
が
､
最
も
早
い
の
が
青
島
の
台
東
鏡

神
社
(
一
九

一
五
年
創
立
)
､
天
津
の
天
津
神
社
(同
)
で
あ
-
､
急
激

に
増
え
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
日
中
戦
争
後
の

一
九
三
八
年
か
ら

で
あ

っ
た
｡
法
令
的
に
は

一
九
三
六
年
六
月
の
外
務
省
令
第
八
号

｢在
満
州
国
及
中
華
民
国
神
社
規
則
｣
に
則
-
､
神
社
設
立
等
の
許
可

は
領
事
館
に
出
願
､
領
事
館
か
ら
外
務
大
臣
へ
報
告
さ
れ
た
｡
祭
神

で
最
も
多
い
の
は
天
照
大
神
で
､
つ
い
で
明
治
天
皇
が
こ
れ
に
次
ぐ
｡

三

海
外
神
社
の
時
期
区
分

以
上
､
地
域
別
に
海
外
神
社
の
設
立
状
況
や
神
社
政
策
を
見
て
き

た
が
､
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
､
海
外
神
社
全
体
の
流
れ
を
見
て
い
こ

う
｡
も
ち
ろ
ん
､
海
外
神
社
は
い
つ
頃
に
そ
の
地
域
が
日
本
の

｢勢

力
圏
｣
内
に
入
っ
た
の
か
､
ま
た
そ
の
地
域
の
社
会
的

･
文
化
的
状

況
は
､
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
､
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く

る
わ
け
で
あ
る
が
､
そ
れ
で
も
お
お
よ
そ
の
特
徴
を
掴
み
だ
す
こ
と

は
で
き
る
｡

海
外
神
社
を
そ
の
設
立
時
期
に
よ
っ
て
時
期
区
分
を
試
み
た
の
は

(33)

新
田
光
子
で
あ
る
｡
新
田
は
そ
れ
を
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
い
る
｡

第

一
期
は

｢明
治
元
年
か
ら
大
正
三
年
｣
､
第
二
期
は

｢大
正
四
年

か
ら
昭
和
六
年
｣
､
第
三
期
は

｢
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
二
十
年
｣
の

三
期
で
あ
る
｡
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は

｢神
社
の
展
開
は
戟
争
に
よ

る
版
図
の
拡
大
､
天
皇
の
代
替
-
を
契
機
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
た
も
の
で
あ
る
｣
と
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
第

一
期
に
設
立
さ
れ

た
神
社
で
特
徴
的
な
こ
と
は
､
台
湾
神
社
や
樺
太
神
社
な
ど
､
政
府

に
よ

っ
て

｢国
家
｣
｢開
拓
｣
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
､

｢大
き
な
神
社
が
目
立

っ
て
い
る
こ
と
｣
で
あ
る
｡
他
方
､
こ
の
時

期
に
は

｢小
南
あ
る
い
は
神
宮
遥
拝
所
と
し
て
移
住
者
に
よ
っ
て
朝

鮮
や
満
州
に
作
ら
れ
た
も
の
が
か
な
-
あ
-
､
そ
れ
ら
は
移
住
者
の

｢氏
神
｣
や

｢鎮
守
｣
と
し
て
機
能
し
そ

い
た
､
と
し
て
い
る
｡
第

二
期
は

｢大
正
天
皇
即
位
の
大
典
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
神
社
が
多

い
こ
と
と
､
現
地
日
本
企
業
と
の
協
同
で
設
立
さ
れ
た
神
社
が
少
な

く
な
い
こ
と
｣
を
特
徴
と
し
て
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
時
期
を
代
表
す

る
海
外
神
社
は
朝
鮮
神
社
で
あ
-
､
さ
ら
に

｢関
係
法
規
が
整
備
さ

れ
海
外
神
社
制
度
が
確
立
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
｣
と
し
て
い
る
｡

第
三
期
は
満
州
事
変
以
後
で
､
海
外
神
社
は
､-
｢
日
本
の
国
家
観
念

を
植
え
つ
け
る
た
め
の

(統
治
の
手
段
)
と
し
て
の
側
面
を
強
め
｣
､

設
立
地
域
も
中
国
､
南
方
地
方

へ
と
拡
が
り
ー
神
社
数
も
倍
増
し
た
｡
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ま
た
'
｢第

一
期
､
第
二
期
の
神
社
以
上
に
国
策
を
反
映
し
た
特
徴

が
強
-
出
て
い
る
｣
､
と
し
て
い
る
｡

こ
の
新
田
の
時
期
区
分
は
､
第
二
期
の
開
始
を
何
年
に
も
と
め
る

か
､
若
干
の
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
が
､
ほ
ぼ
安
当
な
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
の
時
期
区
分
の
特
徴
や
内
容
は
な
お
租
措

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
'
ま
た
重
要
な
部
分
が
落
ち
て
い
る
点
も
あ
る
｡

以
下
こ
の
時
期
区
分
に
そ
っ
て
'
も
う
少
し
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特

徴
や
内
容
を
見
て
い
き
た
い
｡

第

一
期
は

一
九

一
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
の
時
期
で
､
台
湾
神
社
や

樺
太
神
社
な
ど
の
政
府
設
置
神
社
と
居
留
民
設
置
神
社
が
並
行
し
て

立
て
ら
れ
て
い
-
時
期
で
あ
る
｡
台
湾
神
社
や
樺
太
神
社
は
設
立
の

当
初
か
ら
そ
の
地
域
の
総
鎮
守
と
し
て
､
在
留
日
本
人
だ
け
で
は
な

-
現
地
住
民
の
教
化
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
､

こ
の
時
期
は
多
分
に
シ
ン
ポ
.ル
的
な
存
在
で
､
そ
の
機
能
は
充
分
に

発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
｡
ま
た
'
そ
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
'
居
留

民
設
置
神
社
は
数
が
少
な
-
､
ま
た
総
督
府
な
ど
に
よ
る
監
督
も
弱

か
っ
た
｡
さ
ら
に
､
こ
の
時
期
に
日
本
の
領
土
と
な
っ
た
台
湾
や
樺

太
は
､
い
ず
れ
も
清
国
や
ロ
シ
ア
の

｢辺
境
｣
と
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
､
日
本
に
と

っ
て
文
字
通
-

｢開
拓
｣
と
い
う
側
面
が
つ
よ
か

っ
た
｡
こ
う
し
た
こ
と
や
､
ま
た
何
よ
り
も

｢内
地
｣
に
お
い
て
'

宗
教
で
は
な
-
､
祭
紀
と
し
て
の
神
社
神
道
=
国
家
神
道
の
論
理
が

未
確
立
の
段
階
の
神
道
教
義
を
反
映
し
て
､
政
府
設
置
神
社
の
祭
神

に
は

｢開
拓
三
神
｣
が
入
っ
て
い
る
｡

第
二
期
は

一
九
三
〇
年
頃
ま
で
の
時
期
で
､
法
制
度
が
整
備
さ
れ

た
時
期
で
あ
-
､
｢内
地
｣
で
確
立
し
た
国
家
神
道
の
論
理
が

｢外

地
｣
に
も
及
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
｡
台
湾
に
お
け
る

｢県
社
以
下
神

社
の
創
立
'
移
転
､
廃
止
､
合
併
に
関
す
る
規
則
｣
(
一
九
二
三
年
)
､

｢社
､
遥
拝
所
に
関
す
る
件
｣
(同
年
)
､
朝
鮮
に
お
け
る

｢神
社
寺
院

規
則
｣
(
一
九

1
五
年
)
､
｢神
南
に
関
す
る
件
｣
(
一
九

一
七
年
)
､
樺

太
に
お
け
る
｢
(樺
太
)神
社
規
則
｣
二

九
二
〇
年
)
'
関
東
州
に
お
け

る

｢関
東
州
及
南
満
州
鉄
道
付
属
地
神
社
規
則
｣
(
一
九
二
二
年
)等
､

こ
の
時
期
､
各
地
域
で
神
社
に
関
す
る
法
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
｡

こ
の
こ
と
は
､

一
面
で
は
そ
の
地
域
の
総
督
府
な
ど
の
保
護
が
与
え

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
､
他
面
で
は
監
督

･
統
制
の
強
化
を

意
味
し
て
い
た
｡

こ
う
し
た
海
外
神
社
の
法
制
度
の
整
備
は
､
｢内
地
｣
で
の
神
社

制
度
の
整
備
-

｢国
家
神
道
の
確
立
｣
が
背
景
に
あ

っ
た
｡
神
社

(神
道
)は
宗
教
に
あ
ら
ず
と
さ
れ
た
国
家
神
道
は

一
九

一
〇
年
前
後
'

明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
確
立
し
へ
こ
の
論
理
に
そ
っ
て
､

官
制
､
財
政
(供
進
金
制
度
)､
祭
紀
､･
祭
式
､
職
制
､
服
装
な
ど
す

★

べ
て
の
面
に
わ
た
っ
て
法
整
備
さ
れ
る
｡
こ
う
し
た
､
｢内
地
｣
に

お
け
る
神
社
制
度
の
整
備
･確
立
が
あ
っ
て
､
は
じ
め
て
､
｢外
地
｣

へ
の
適
用
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
の
時
期

の
海
外
神
社
の
法
整
備
は
単
な
る
法
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
､
国
家
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神
道
の
論
理
の

｢外
地
｣

へ
の
波
及
と
い
う
側
面
が
あ

っ
た
こ
と
を

見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
｡

事
実
､
海
外
神
社
の
法
整
備
の
特
徴
を
も
う
少
し
細
か
く
み
て
い

-
と
､
宗
教
と
神
社
と
の
分
離
の
方
向
が
確
認
で
き
る
｡
台
湾
に
お

け
る

l
九
二
三
年
の

｢府
県
社
以
下
神
社
の
創
立
-
規
則
｣
は

1
八

九
九
年
の

｢社
寺
､
教
務
所
､
説
教
所
建
立
廃
合
規
則
｣
か
ら
の
神

社
の
特
立
で
あ

っ
た
し
､
朝
鮮
の

一
九

l
五
年
の

｢神
社
寺
院
規

則
｣
は
神
社
が

｢内
地
｣
の
仏
教
と
合
せ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で

は
な
お
､
不
十
分
で
あ

っ
た
が
､
そ
れ
で
も
教
派
神
道
､
仏
教
(朝

鰭
)､
キ
リ
ス
ト
教
､
新
宗
教
等

の

〓

切
の
諸
宗
教

の

一
括
統

制
｣
を
狙
っ
た

｢布
教
規
則
｣
と
対
に
し
て
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
こ
の
国
家
神
道
の
論
理
の
海
外

へ
の
波
及
と
い
う
点
で
は
､

こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
政
府
設
置
神
社
で
あ
る
､
官
幣
大
社
朝
鮮

神
宮
の
祭
神
問
題
が
あ
る
｡

一
九
二
五
年
朝
鮮
神
社
の
鎮
座
を
目
前

に
し
て
､
政
府

･
総
督
府
に
よ
っ
て
既
に
決
定
さ
れ
て
い
た
祭
神
､

天
照
大
神
と
明
治
天
皇
の
奉
斉
に
対
し
て
､
葦
津
耕
次
郎
ら
神
道
学

者
､
頭
山
滴
ら
在
野
有
志
､
さ
ら
に
は

｢神
道
評
論
｣
の
主
幹
で
あ

っ
た
小
笠
原
省
三
ら
は
､
｢朝
鮮
の
始
祖
お
よ
び
建
国
有
功
者
｣
を

合
せ
て

｢国
魂
神
｣
な
る
も
の
を
配
る
よ
う
主
張
し
た
が
､
結
局
そ

(34)

れ
は
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
(｢朝
鮮
神
宮
祭
神
論
争
｣)｡
こ
れ
ま
で
の
台

湾
神
社
､
樺
太
神
社
の

｢開
拓
三
神
｣
と
は
全
く
異
な
-
､
ま
た

｢国
魂
神
｣
の
奉
斎
を
も
拒
否
し
て
､
皇
祖
神
の
天
照
大
神
や
朝
鮮

の
日
本
領
有
の
時
代
を
つ
-
-
あ
げ
た
明
治
天
皇
を
祭
神
と
し
た
こ

＼35
)

と
は
､
国
家
神
道
の
論
理
の
祭
神
面
で
の
波
及
で
あ

っ
た
｡

こ
の
法
的
整
備
､
国
家
神
道
の
論
理
の
波
及
に
よ
っ
て
､
第

一
期

に
は
並
行
的
に
存
在
し
て
い
た
､
政
府
設
置
神
社
と
居
留
民
設
置
神

社
(社
や
両
を
含
む
)が
リ
ン
ク
し
始
め
る
｡
こ
の
こ
と
を
最
も
は
つ
き

-
し
め
し
て
い
る
の
が
､
台
湾
で
あ
る
｡
台
湾
で
は
最
初
の
神
社
で

あ
る
開
山
神
社
が
県
社
と
さ
れ
て
以
降
､
社
格
の
あ
る
の
は
他
に
は

官
幣
大
社
の
台
湾
神
社
だ
け
で
あ

っ
た
｡
と
こ
ろ
が
先
に
も
見
た
よ

う
に
､
こ
の
時
期
に
居
留
民
設
置
神
社
が
次
々
に
県
社
に
列
格
さ
れ

て
い
く
｡
台
中
神
社
が

一
九

一
四
年
に
県
社
に
昇
格
し
て
以
降
､
二

〇
年
代
に
か
け
て
六
社
が
県
社
に
昇
格
､
杉
湖
庁
を
の
ぞ
-
全
て
の

州
､
庁
に
県
社
が
設
置
さ
れ
た
｡
そ
し
て
､二
｣
う
し
た
県
社
を
は
じ

め
と
す
る
神
社
と
州
(庁
)､
市
'
街
､
庄
､
と
い
っ
た
地
方
庁
と
神

社
と
の
結
び
つ
き
(神
僕
幣
南
料
の
供
進
な
ど
)が
強
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
｡
ま
た
､
台
湾
に
お
い
て
は
､

一
九
二
〇
年
に
能
久
親
王
を
配
る

台
南
神
社
が
創
立
せ
ら
れ
､
二
五
年
に
は
官
幣
中
社
に
列
格
し
て
い

る
｡
こ
う
し
て
､
台
湾
に
お
い
て
は
こ
の
時
期
､

l
九
二
〇
年
代
に
､

官
幣
大
社
-
官
幣
中
社
-
県
社
-
無
格
社
～
社
(両
)と
い
う
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
が
成
立
し
て
い
る
｡

ま
た
､
台
湾
に
お
い
て
は
'
学
校
生
徒
や
宗
教
者
の
神
社
参
拝
が

成
立
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
-
､
朝
鮮
に
お
い
て
も
朝
鮮
神
宮
へ

の
学
校
生
徒
の
参
拝
問
題
が
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
て
い
る
｡
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ま
た
､
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
第
二
期
の
動
き
は
'
大
き
-
は

1

九

一
〇
年
代
に
入
っ
.て
の
世
界
的
な

｢民
族
自
決
｣
の
動
き
と
無
関

係
で
は
な
い
｡
台
湾
に
お
い
て
総
督
府
の
宗
教
政
策
を
新
し
い
段
階

に
ひ
き
あ
げ
た
の
は

一
九

一
五
年
の
反
日
蜂
起
､
西
来
庵
事
件
で
あ

っ
た
し
､
日
本
の
韓
国

･
朝
鮮
の
植
民
地
支
配
は
ま
さ
に
そ
う
い
う

時
期
に
始
ま
っ
た
の
で
'
反
日
義
兵
闘
争
や
三

･
一
独
立
運
動
等
に

直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
こ
の
時
期
の
そ
う
し
た
反
日
運

動
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の

一
つ
を
形
づ
-

つ
て
い
た
の
が
､
そ

(36)

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
､
在
来

･
土
着
の
宗
教
で
あ
っ
た
｡
こ
の

時
期
の
神
社
制
度
の
整
備
､
国
家
神
道
の
論
理
の
波
及
は
､
そ
う
し

た
民
族
自
決
の
動
き
に
対
抗
す
る
､
宗
教
政
策
､
思
想

･
文
化
政
策

の

1
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
も
あ

っ
た
｡

し
か
し
な
が
ら
､
こ
の
時
期
を
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
､
と
く

に
第
三
期
と
比
較
し
た
場
合
'
ま
だ
国
家
神
道
の
論
理
が
出
始
め
た

ば
か
り
で
あ
-
､
ま
た
世
界
的
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
､
国
内
的
に

は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
で
あ
-
､
神
社
を
中
心
と
し
た
支
配

は
未
だ
､
前
面
に
は
で
て
い
な
か
っ
た
｡

第
三
期
は

1
九
三

1
年
以
降
で
あ
る
｡
三

l
年
の
満
州
事
変
､
三

七
年
の
日
中
戦
争
の
開
始
'
そ
し
て
四

一
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

の
開
始
は
､
朝
鮮
を
大
陸
兵
端
基
地
化
､
台
湾
を
南
方
の
前
線
基
地

化
す
る
｡
｢内
地
｣
に
お
い
て
も
国
体
明
徴
運
動
､
国
民
精
神
総
動

員
運
動
が
開
始
さ
れ
る
と
､
朝
鮮
や
台
湾
に
お
い
て
も
皇
民
化
政
策

が
本
格
的
に
展
開
す
る
｡
こ
う
し
た
中
で
､
海
外
神
社
が
最
も

｢発

展
｣
し
た
時
期
で
あ
る
｡
【表
2
】
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
､
こ
の

時
期
に
建
て
ら
れ
た
海
外
神
社
は
神
社
､
社

･
神
南
あ
わ
せ
て

一
'

一
八
三
社
で
全
体
の
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
｡

政
府
設
置
神
社
と
し
て
は
官
幣
大
社
関
東
神
宮
(
一
九
三
八
年
創

立
)
'
官
幣
大
社
扶
余
神
宮
(
1
九
三
九
年
創
立
､
未
鎮
座
)
'
官
幣

大
社
南
洋
神
社
(
一
九
四
〇
年
創
立
)
の
三
つ
が
建
て
ら
れ
た
｡
扶
余

神
宮
を
除
き
､
関
東
神
宮
は
朝
鮮
神
宮
と
同
じ
天
照
大
神
と
明
治
天

皇
'
南
洋
神
社
に
は
天
照
大
神
が
紀
ら
れ
た
｡
ま
た
､
満
州
国
で
は

一
九
四
〇
年
に
天
照
大
神
を
紀
る
建
国
神
廟
が
建
て
ら
れ
た
｡
さ
ら

に
台
湾
神
社
は

一
九
四
四
年
に
は
天
照
大
神
を
合
配
し
て
神
宮
に
昇

格
し
た
｡
天
照
大
神
が
前
面
に
出
て
き
た
時
期
で
あ
る
｡

ま
た
､
護
国
神
社
は
京
城
護
国
神
社
(
一
九
四
三
年
創
立
)
､
羅
南

護
国
神
社
(
一
九
四
四
年
創
立
)
､
台
湾
護
国
神
社
(
一
九
四
二
年
創

立
)
と
三
社
が
新
た
に
建
て
ら
れ
た
｡
さ
ら
に
満
州
国
で
は

一
九
四

〇
年
に
日
本
の
靖
国
神
社
に
あ
た
る
建
国
忠
霊
廟
が
建
て
ら
れ
た
｡

他
方
､
台
湾
で
は

一
九
三
四
年
か
ら

｢
一
街
庄

一
神
社
｣
政
策
､

朝
鮮
で
は
三
八
年
か
ら

｢
一
面

l々
神
社
｣
政
策
が
と
ら
れ
､
そ
れ
は

ス
ロ
ー
ガ
ン
通
-
に
は
い
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
､
神
社
､
神
南
数

は
爆
発
的
に
伸
び
た
｡
ま
た
､
満
州
で
は
三
二
年
の
満
州
国
の
建
国

以
降
､
日
本
人
の
移
住
開
拓
が
進
み
､
そ
こ
で
は
多
数
の
開
拓
団
神

社
が
建
て
ら
れ
た
｡
ま
た
､
こ
う
し
た
多
数
の
神
社
に
は
ほ
と
ん
ど
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天
照
大
神

･
天
照
皇
大
神
が
紀
ら
れ
た
｡

ま
た
政
府
設
置
神
社
と
こ
う
し
た
街
庄
(台
湾
)や
面
(朝
鮮
)
の
神

社
を
繋
ぐ
ベ
ル
ト
と
し
て
､
中
間
段
階
の
社
格
が
設
定
さ
れ
た
｡
台

湾
に
お
い
て
は
す
で
に
第
二
期
に
県
社
の
列
格
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

は
み
た
通
-
で
あ
る
が
､
こ
の
時
期
は
郷
社
が
集
中
的
に
列
格
さ
れ

た
｡
台
湾
の
郷
社

一
〇
社
は
全
て

一
九
三
七
年
か
ら
四
三
年
の
間
に

列
格
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
台
湾
の
国
幣
小
社
三
社
も
四
二

年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
列
格
で
あ
る
｡
朝
鮮
に
お
い
て
も
三
六
年

に

｢
l
道

一
国
幣
社
｣
の
方
針
が
出
さ
れ
､

〓
二
道
の
う
ち
八
道
に

設
置
さ
れ
た
｡
ま
た
同
年
に
朝
鮮
独
自
の
民
社
の
社
格
制
度
が
道
供

進
社
'
府
供
進
社
､
邑
供
進
社
と
い
う
形
で
つ
く
ら
れ
､
そ
れ
ぞ
れ

九
社
､
八
社
'

1
人
社
と
列
格
し
た
｡
ま
た
､
樺
太
に
お
い
て
も
県

社
の
七
社
の
内
五
社
が
こ
の
時
期
に
列
格
さ
れ
た
｡

こ
う
し
て
､
こ
の
時
期
に
千
葉
正
士
の
言
う
政
府
設
置
神
社
-
政

府
列
格
神
社
-
居
留
民
設
置
神
社
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
出
来
上
が
る

の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
下
で
､
朝
鮮
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対

す
る
抑
圧
が
､
台
湾
に
お
い
て
は
在
来
宗
教
に
対
す
る
抑
圧
が
行
な

わ
れ
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
こ
の
時
期
の
海
外
神
社
は
､
｢外
地
｣
､
占
領
地
に

お
け
る
皇
民
化
政
策
の
拠
点
､
あ
る
い
は
大
日
本
帝
国
の
海
外
侵
略

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
｡
そ
れ
故
に
､
朝
鮮
や
満

州
で
多
-
見
ら
れ
た
よ
う
に
､
敗
戦
と
と
も
に
､
襲
撃
を
う
け
､
放

(37)

火

･
略
奪

･
破
壊
の
対
象
と
な

っ
た
｡
ま
た
､
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

も
､
そ
の
機
能
は
全
く
停
止
し
て
し
ま

っ
た
｡

四

今
後

の
課
題

以
上
'
海
外
神
社
の
研
究
史
､
実
態
､
時
期
区
分
を
み
て
き
た
が
､

最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
い
-
つ
か
気
づ
い
た
点
に
つ
い
て
ふ

れ
て
お
こ
う
｡

ま
ず
'
地
域
的
に
は
､
朝
鮮
や
台
湾
､
そ
れ
に
満
州
(関
東
州
を
含

む
)
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
-
の
実
証
的
研
究
が
す
す
ん
で
き
た
が
､

樺
太
や
南
洋
諸
島
､
そ
れ
か
ら
中
華
民
国
､
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
に

つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
｡

そ
れ
か
ら
､
朝
鮮
や
台
湾
に
つ
い
て
も
､
神
社
に
つ
い
て
の
研
究

は
そ
れ
な
-
の
蓄
積
を
も

っ
て
き
た
が
､
神
南
や
社
(両
)
に
つ
い
て

は
'
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
｡
と
ぐ
に
こ
の
部
分
が
あ
る
意
味
で

は
現
地
の
人
々
の
風
俗

･
習
慣

･
信
仰
と
密
接
に
か
か
わ
る
部
分
で

あ
-
､
海
外
神
社
の
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る
場
合
､
も

っ
と
深
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
｡

ま
た
､
大
き
-
は
海
外
神
社
に
つ
い
て
の
政
策
決
定
の
過
程
､
政

策
決
定
の
場
の
問
題
､
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
｡

も
ち
ろ
ん
海
外
神
社
と
い
っ
て
も
､
先
に
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
た

よ
う
に
時
期
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
-
､
ま
た
日
本
の

｢勢
力
圏
｣
に
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入
っ
た
時
期
や
入
-
方
の
問
題
が
あ
-
､
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
自
然
的

･
文
化
的

･
政
治
的
な
違
い
が
あ
る
｡
こ
う
し
た
点
を

踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
が
､
海
外
神
社
に
つ
い
て
の
政
策
､
政
府

設
置
神
社
の
創
設
や
海
外
神
社
に
関
す
る
法
規
が
ど
の
よ
う
に
し
て

策
定
さ
れ
た
の
か
｡
日
本
国
政
府
､
総
督
府
(庁
)､
軍
の
関
係
､
ま

た
日
本
国
の
政
府
の
中
で
は
､
内
務
省

･
神
祇
院
と
外
務
省
さ
ら
に

は
拓
務
省
'
対
満
事
務
局
､
興
亜
院
'
大
東
亜
省
等
の
関
係
｡
ま
た
､

こ
う
し
た
機
関
の
混
在
の
中
で
'
必
ず
し
も
統

一
的
な
政
策
を
打
ち

出
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
､
内
務
省
の
き
も

い
り
で

一
九
三
七
年
に
出
来
た
海
外
神
社
研
究
会
(の
ち
海
外
神
社
協

会
､
さ
ら
に
皇
典
研
究
所
に
吸
収
)
の
活
動
な
ど
､

1
口
で
い
う
と
､
政

治
史
的
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
｡

さ
ら
に
は
神
社
政
策
を
専
管
し
た
内
務
省
(神
社
局
)
･
神
祇
院
に

お
け
る
政
策
決
定
の
過
程
､
さ
ら
に
は
内
務
省
(神
社
局
)
･
神
祇
院

と
宮
内
省
'
皇
典
研
究
所
､
全
国
神
職
会
(大
日
本
神
祇
会
)､
さ
ら
に

は
神
社
人

･
神
道
学
者
の
関
係
等
な
ど
､
そ
れ
ぞ
れ
断
片
的
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
､
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
な
い
と
い
っ
て
よ
い
｡

ま
た
'
海
外
神
社
の
神
道
思
想
､
神
道
教
義
に
つ
い
て
は
､

一
人
､

菅
が
奮
闘
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
'
菅
が
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
､

｢開
拓
≡
神
｣
や

｢国
魂
神
｣
に
就
い
て
の
神
道
思
想
､
神
道
教
学

の
側
面
か
ら
の
研
究
も
ま
だ
ま
だ
､
深
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

こ
の
間
題
は
近
代
の
国
家
神
道
の
問
題
､
あ
る
い
は
現
代
の
問
題
で

も
あ
る
神
道
の
普
遍
化
､
あ
る
い
は
宗
教
性
の
問
題
と
も
絡
む
｡

ま
た
､
こ
れ
も
菅
が
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
､
こ
れ
ま
で
､
そ
れ

な
-
に
論
じ
て
こ
ら
れ
た
､
｢朝
鮮
合
邦
論
｣
や
あ
る
い
は

｢
日
鮮

同
視
論
｣
も
､
こ
の
海
外
神
社
の
問
題
か
ら
深
め
る
余
地
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
｡

そ
れ
か
ら
､
近
代
日
本
の
植
民
地
支
配
､
勢
力
圏
の
拡
大
と
海
外

神
社
の
位
置
を
考
え
る
場
合
､
当
時
に
あ

っ
て
は
神
社
と
区
別
さ
れ
､

宗
教
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
仏
教
や
教
派
神
道
､
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト

教
と
の
関
連
､
あ
る
い
は
比
較
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
｡
近
年
､
海

外
神
社
の
研
究
の
進
展
と
あ
い
ま

っ
て
こ
れ
ら
の
研
究
も
そ
れ
な
-

の
蓄
積
を
も
ち
つ
つ
あ
る
が
､
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
､
総
合
的

な
研
究
も
期
待
さ
れ
て
い
る
｡

さ
ら
に
は
､
海
外
神
社
を
ふ
-
め
た
日
本
の
諸
宗
教
と
植
民
地
支

配

･
帝
国
の
形
成
の
問
題
は
､
何
も
日
本
の
専
売
特
許
で
は
な
い
｡

キ
リ
ス
ト
教
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
支
配

･
帝
国
の
形
成
が
､

密
接
な
関
連
を
も

っ
て
い
た
こ
と
は
＼
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

∫

た
こ
と
で
あ
る
が
､
さ
し
あ
た

っ
て
は
､
信
教
の
自
由
や
政
教
分
離

の
概
念
が
成
立
し
て
以
降
の
､
と
-
に

1
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初

･.A

頭
の
近
代
帝
国
主
義
成
立
以
降
の
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
支

配

･
帝
国
の
形
成
と
宗
教
の
問
題
を
､
日
本
と
の
関
連
で
比
較
検
討

し
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
｡
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(-
)

｢海
外
神
社
｣
と
い
う
用
語
は
'
小
笠
原
が
注
(2
)
の
書
物
を
発
表

し
て
か
ら
､

7
般
に
走
若
し
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
(小
笠
原
省
三

『海
外
神
社
史

上
巻
』
海
外
神
社
史
編
纂
会
'

一
九
五
三
年
'
序
六

頁
)C｢海
外
神
社
｣
は
､
(
こ
｢外
地
｣
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
'
台
湾
､

樺
太
､
朝
鮮
､
南
洋
諸
島
に
建
て
ら
れ
た
も
の
'
(二
)
｢占
領
地
｣
と

し
て
の
性
格
を
持
つ
､
中
華
民
国
や
東
南
ア
ジ
ア
､
満
州
な
ど
に

建

て
ら
れ
た
も
の
'
(≡
)
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
､
日
本
の
施
政
権

が
及
ば
な
か
っ
た
､
ハ
ワ
イ
'
南
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
建
て
ら
れ
た
も

の
t
の
≡
種
類
に
分
類
で
き
る
｡
(
1
)
､
(二
)
を

｢狭
義
の
海
外
神

社
｣
'
(≡
)を
含
め
た
場
合
を

｢広
義
の
海
外
神
社
｣
と
す
る
｡
本
稿

は
､
研
究
史
の
部
分
に
お
い
て
の
み
､
広
義
の
海
外
神
社
を
含
め
て
叙

述
す
る
が
､
以
下
は
狭
義
の
海
外
神
社
を
叙
述
の
対
象
と
す
る
｡
ま
た
､

北
海
道
(蝦
夷
)
､
沖
縄
(琉
球
)
は
'
右
記
の
海
外
神
社
に
は
あ
た
ら
な

い
が
t
と
-
に

｢内
国
植
民
地
｣
と
さ
れ
た
北
海
道
(蝦
夷
)
に
お
け
る

神
社
は
､
海
外
神
社
と
の
同
義
性
を
強
く
も
っ
て
い
る
｡
こ
の
点
に
つ

い
て
は
､
高
木
博
志

｢官
幣
大
社
札
幌
神
社
と

F拓
殖
J
の
神
学
｣

(『地
方
史
研
究
』
二
四
五
号
､

一
九
九
三
年

1
0
月
)
参
照
｡

(2
)

小
笠
原
省
三

『海
外
の
神
社
-

並
び
に

｢
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
同
胞
の

教
育
と
宗
教
｣崇
神
道
評
論
社
､

1
九
三
三
年
)
0

(3
)

近
藤
喜
博

『海
外
神
社
の
史
的
研
究
j
(明
生
堂
書
店
､
1
九
四
三
年
)
0

(4
)

注
(1
)
に
記
載
｡

(5
)

神
社
本
庁

『神
社
本
庁
十
年
史
≡

1
九
五
六
年
)
の
､
｢序
編

終
戦

前
史
｣
の
部
分
｡

(6
)

岡
田
米
夫

｢神
宮
｡
神
社
創
建
史
｣
(神
道
文
化
会

｢明
治
維
新
神
道

百
年
史
J
第
二
巻
'

1
九
六
六
年
)
の

｢第

一
五
段
階

海
外
神
社
の

創
建
｣
｡

(7
)

中
濃
教
篤

r近
代
日
本
の
宗
教
と
政
治
｣
(ア
ポ
ロ
ン
社
､

1
九
六
八

年
)｡
同

『天
皇
制
国
家
と
植
民
地
伝
道
〓
国
書
刊
行
会
'

一
九
七
六

年
)
0

(8
)

ほ
ぼ
､
同
時
期
に
､
藤
谷
俊
雄
は

｢国
家
神
道
の
本
質
｣
(T文
化
評

論
』
八
九
号
､

一
九
六
九
年
二
月
｡
の
ち

『神
道
信
仰
と
民
衆

･
天
皇

制
』
(法
律
文
化
社
､

一
九
八
〇
年
)
の
近
代
篇
第
二
章

｢国
家
神
道
の

形
成
と
軍
国
主
義
｣
の
二

二
と
し
て
所
収
)
で
'
村
上
重
良
は

『国

家
神
道
｣
(岩
波
書
店
､

一
九
七
〇
年
)
の
三
幸
五
節

｢天
皇
制
下
の
戦

争
と
神
社
｣
で
海
外
神
社
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
｡

(9
)

千
葉
正
士

｢東
亜
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
神
社
政
策
｣
(仁
井

田
陛
博
士
追
悼
論
文
集
第
三
巻

『日
本
法
と
ア
ジ
ア
』
､
勤
葦
書
房
､

一
九
七
〇
年
)
｡

(10
)

本
稿

で
は
'
官
国
幣
社
格
だ
け
で
は
な
-
､
｢総
督
府
列
格
神
社
｣

と
も
言
う
べ
き
県
社
､
郷
社
(台
湾
)
､
道
供
進
社
'
府
供
進
社
､
邑
供

進
社
(朝
鮮
)
へ
の
列
格
も
同
義
の
も
の
と
し
て
扱
う
｡

(11
)

欄
木
寿
男

｢朝
鮮
総
督
府
の
神
社
政
策
｣
(『海
峡
』
四
号
､

l
九
七

六
年
七
月
)
､
同

｢朝
鮮
総
督
府
の
神
社
政
策
(二
)｣
(『海
峡
｣
五
号
､

一
九
七
七
年

一
月
)
｡

(12
)

阿
部
俊
二

｢
日
本
統
治
下
朝
鮮
に
お
け
る
神
社
政
策
の
展
開
｣
(『九

大
法
学
｣
三
五
号
､

一
九
七
八
年
三
月
)
0

(13
)

韓
督
犠

r日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政
策
j
(未
来
社
､

一
九
八
八

年
)
0

(14
)

横
森
久
美

｢台
湾
に
お
け
る
神
社
-

皇
民
化
政
策
と
の
関
連
に
お

い
て
｣
(コ
ロ
湾
近
現
代
史
研
究
j
四
号
､

l
九
八
二
年

1
0
月
)
0

(1
)

島
川
雅
史

｢現
人
神
と
八
紘

1
字
の
思
想
～

満
州
国
建
国
神
廟
｣

(『史
苑
｣
四
三
巻
'
二
号
t

i
九
八
四
年
三
月
)
O

(16
)

矢
野
暢

r南
進
の
系
譜
j
(中
央
公
論
社
､

1
九
七
五
年
)
'
｢
Ⅳ
在
留

邦
人
の
生
態
｣
の

｢照
南
神
社
の
機
能
｣｡

(17
)

鈴
木
静
夫

･
横
山
真
佳

『神
聖
国
家
日
本
と
ア
ジ
ア
t

占
領
下
の

反
日
の
原
像
｣
(勤
葦
書
房
'

一
九
八
四
年
)
の
第
二
部
第

一
章
｢
(神
国

日
本
)
の
輸
出
｣
｡

(18
)

栗
田
英
二

｢植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
神
明
神
詞
と

(た
だ
の
神

61

両
)｣
(雀
吉
城
編

r日
本
植
民
地
と
文
化
変
容
-

韓
国

･
巨
文
島
』



御
茶
の
水
書
房
､

一
九
九
四
年
)
0

(1
)

青
野
正
明

｢朝
鮮
総
督
府
の
神
社
政
策
-

一
九
三
〇
年
代
を
中
心

に
｣
(『朝
鮮
学
報
J

l
六
〇
婦
､

1
九
九
六
年
七
月
)
.

(2
)

山
口
公

一
｢戟
時
期
朝
鮮
総
督
府
の
神
社
政
策
-

｢国
民
運
動
｣

を
中
心
に
｣
(T朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
｣
三
六
集
､

1
九
九
八
年

1
0

月
)0

(21
)

中
島
三
千
男

｢台
湾
'
旧
花
蓮
港
庁
下
に
お
け
る
神
社
の
創
建
に
つ

い
て
-

と
-
に

(社
)
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
｣
(岩
井
忠
熊

･
馬
原
鉄

男
編

｢天
皇
制
国
家
の
統
合
と
支
配
｣
文
理
闇
､

一
九
九
二
年
)
'
｢台

湾
の
神
社
跡
を
訪
ね
て
1

旧
花
蓮
港
庁
を
中
心
に
｣
(『歴
史
と
民

俗
｣

一
〇
号
､

一
九
九
三
年
八
月
)0

(22
)

察
錦
堂

r日
本
帝
国
主
義
下
台
湾
の
宗
教
政
策
3
(同
成
社
t

l
九
九

四
年
)
0

(23
こ

菅
浩
二

｢併
合
以
前
の

へ韓
国
の
神
社
)
創
建
論
-

御
祭
神
論
を

中
心
に
｣
(r神
道
宗
教
』

l
六
七
号
､

i
九
九
七
年
九
月
)
'
同
｢
(朝
鮮

神
社
)
創
建
計
画
と
初
期
総
督
府
行
政
-

併
合
か
ら
三

二

独
立
運

動
ま
で
｣
(r明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
二
六
号
､

1
九
九
九
年

四
月
)
､
同
｢
(朝
鮮
神
宮
御
祭
神
論
争
)
再
解
釈
の
試
み
-

神
社
の

(土
着
性
)
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
｣
(『宗
教
と
社
会
l
五
号
'

1

九
九
九
年
六
月
)
0

(24
)

嵯
峨
井
建

｢建
国
神
廟
と
建
国
忠
霊
塔
の
建
設
1

満
州
国
皇
帝
と

神
道
｣
(r神
道
宗
教
j

l
五
六
号
､

1
九
九
四
年
九
月
)
､
同

『満
州
の

神
社
興
亡
史
〓
芙
蓉
書
房
出
版
'

一
九
九
八
年
)
｡
『満
州
の
神
社
興
亡

史
)
は
膨
大
な
史
料
の
渉
猟
と
聞
き
取
-
に
よ
っ
て
'
満
州
の
開
拓
団

を
中
心
と
す
る
神
社
が
日
本
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
の
か
を
'
初
め
て
本
格
的
に
分
析
し
た
力
作
で
あ
る
｡
た
だ
し
､

総
論
に
あ
た
る
第

三
早
｢満
州
の
神
社
｣
で
､
満
州
国
に
建
設
さ
れ
た

神
社
は

｢侵
略
性
は
薄
く
､
き
わ
め
て
自
足
的
な
も
の
で
あ
っ
た
｣
と

し
､
と
り
わ
け

｢開
拓
団
神
社
は
そ
の
'
性
格
が
強
い
｣
と
述
べ
､
そ

れ
ら
を

｢民
草
の
社
｣
と
呼
ん
で
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
神
社
の

｢侵
略
性
｣
は
､
単
に
そ
の
神
社
へ
朝
鮮
人
や
満
州
人
を
強
制
参
拝
さ

せ
た
か
ど
う
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
｡
本
書
に
も
随
所
で
触
れ
ら
れ
て

い
る
が
､
｢開
拓
団
｣
の
入
植
そ
の
も
の
が
侵
略
的
な
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
､
そ
の
開
拓
団
の
団
結
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
神
社
は
､
そ
の
時
か

ら

｢侵
略
性
｣
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(25
)

前
田
孝
和

｢樺
太
神
社
資
料
｣
(冒
王
学
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』

一
〇
号
､

一
九
九
四
年
三
月
)
､
同

『
ハ
ワ
イ
の
神
社
史
A
(大
明
堂
､

I
九
九
九
年
)
､
同

｢ブ
ラ
ジ
ル
の
神
社
1

遥
か
二
万
キ
ロ
の
彼
方

に
て
｣
(『皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
)
四
二
号
､

I
九
九
二
年

l

月
)｡
｢
ハ
ワ
イ
の
神
社
史
』
は
､
日
本
の
行
政
権
が
及
ん
で
い
な
い

｢広
義
の
海
外
神
社
｣
に
つ
い
て
の
労
作
で
あ
る
｡
ハ
ワ
イ
の
神
社
が
､

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
宗
教
弾
圧
を
受
け
た

こ
と
､
ま
た
国
家
神
道
の
論
理
の
波
及
が
弱
く
､
教
派
神
道
の
論
理
が

優
勢
で
あ
る
こ
と
等
々
へ
日
本
の
行
政
権
が
及
ん
だ

｢狭
義
の
海
外
神

社
｣
や
国
家
神
道
と
い
う
も
の
を
逆
照
射
し
て
い
て
大
変
興
味
深
い
｡

(26
)

新
田
光
子

『大
連
神
社
史
1

あ
る
海
外
神
社
の
社
会
史
｣
(お
う
ふ

う
へ

一
九
九
七
年
)
｡

(27
)

平
山
洋

｢朝
鮮
総
督
府
の
宗
教
政
策
｣
(源
了
囲

･
玉
懸
博
之
編

｢国

家
と
宗
教
)
思
文
閣
出
版
'

一
九
九
二
年
)o

(28
)

も
っ
と
も
､
こ
の
部
分
は
､
新
田
光
子

｢海
外
神
社
研
究
の
た
め
の

1
考
察
｣
(r
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
二
九
巻
第
二
号
t

l
九
八
四
年
九
月
)を

下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
り
､
こ
ち
ら
の
方
が
詳
し
い
｡

(29
)

神
道
文
化
座
談
会

｢海
外
神
社
を
め
ぐ
っ
て
｣
(『神
道
文
化
』

一
一

号
'

1
九
九
九
年

1
〇
月
)
嵯
峨
井
建
'
前
田
孝
和
､
佐
藤
弘
毅
､
菅

浩
二
の
四
氏
に
よ
る
座
談
会
｡す
他
に
本
誌
に
は
､
新
田
光
子

｢昭
和
八

年
の

(大
連
神
社
)
-

あ
る
家
族
写
真
か
ら
｣
､
水
野
昭
長

｢海
外

神
社
に
つ
い
て
の
若
干
の
試
論
｣
､
菅
浩
二

｢海
外
神
社
の
御
祭
神
に

つ
い
て
!

現
在
ま
で
の
総
括
と
今
後
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
試
論
｣

の
三
つ
の
研
究
ノ
ー
ト
が
載
っ
て
い
る
｡

(30
)

佐
藤
弘
毅

｢戟
前
の
海
外
神
社

云
見
Ⅰ
-

樺
太

･
千
島

･
台
湾

･

62



南
洋
｣
(『神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
号
､

一
九
九
七
年
三
月
)
､

同

｢戦
前
の
海
外
神
社

l
覧
Ⅱ
-

朝
鮮

･
関
東
州

･
満
州
国

･
中
華

民
国
｣
(『神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
三
号
､

一
九
九
八
年
二
月
)､

同

｢戟
前
の
海
外
神
社
資
産

l
覧
-

『宗
教
団
体
の
在
外
資
産
調

査
』
の
報
告
書
を
も
と
に
｣
(『神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
｣
四
号
､

一
九
九
九
年
二
月
)｡

(31
)

｢社
｣
は
'

一
九
二
四
年
四
月
の
総
務
長
官
通
達
で
､
先
住
民
族
(当

時
は

｢高
砂
族
｣
と
呼
ば
れ
た
)
の
部
落
名
で
あ
る

｢～
社
｣
と
紛
ら

わ
し
い
と
き
は

｢両
｣
の
字
を
充
て
､
｢ヤ
シ
ロ
｣
と
呼
ば
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
｡

(32
)

神
社
と
社

･
神
両
は
認
可
条
件
な
ど
が
区
別
さ
れ
て
い
た
が
'
実
態

と
し
て
は
へ
神
社
が
本
殿
'
拝
殿
'
手
水
舎
､
社
務
所
､
鳥
居
な
ど
の

施
設
を
完
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
､
社

･
神
桐

の
場
合
は
本
殿
と
鳥
居
の
み
の
よ
う
に
'
い
く
つ
か
の
施
設
を
欠
い
た

も
の
で
あ
っ
た
｡
ち
な
み
に
'
満
州
の
開
拓
団
神
社
の
場
合
の
多
く
も

右
記
の
よ
う
な
施
設
を
完
備
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡

(33
)

注
(28
)参
照
｡

(34
)

｢朝
鮮
神
宮
祭
神
論
争
｣
に
つ
い
て
は
､
『近
代
神
社
神
道
史
｣
(神
社

新
報
社
､

一
九
七
六
年
)
の
第
六
章
二

｢朝
鮮
神
宮
祭
神
問
題
｣
､
葦
津

珍
彦
著

･
坂
本
是
丸
註

『国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
｣
(神
社
新
報

社
､

一
九
八
七
年
)
の
第
四
部

一
四

｢神
社
局
の
思
想
と
そ
の
批
判
者
｣
､

赤
揮
史
朗

r近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
j
(校
倉
書
房
'

1
九

八
五
年
)
の
第
五
章

｢戦
争
と
神
社
｣
'
前
掲
高
木
論
文

〔注
(-
)参

照
〕
及
び
､
前
掲
菅
論
文
(注
(2
)
及
び
､
注
(
29こ
参
照
)
を
参
照
｡
菅

は
従
来
の
祭
神
論
争
の
評
価
､
す
な
わ
ち
政

府
設
置
神
社
の
祭
神
が

｢開
拓
三
神
｣
か
ら

｢皇
祖
=
天
照
大
神
｣
に
替
わ
っ
た
こ
と
は
､
国

家
神
道
の
論
理
の
確
立
=
神
社

信
仰
か
ら
の
変
化

･
逸
脱
と
見
る
見
方

を
根
底
か
ら
批
判
し
て

い
る
｡
菅
が
主
張
す
る
'
｢開
拓
三
神
｣
と

｢国
魂
神
｣
を
同
列
に
お
け
な
い
こ
と
､
台
湾
､
樺
太
と
こ
と
な
る
朝

鮮
の
特
異
性
な
ど
は
首
肯
で
き
る
点
で
あ
る
が
､
そ
れ
で
も
な
お
､
筆

(37
)

者
は
従
来
の
評
価
の
方
を
取
る
｡
菅
の
主
張
の
実
証
レ
ベ
ル
で
の
核
心

は
'
｢国
魂
神
｣
の
発
展
た
る

｢国
魂
大
神
｣
が
､
そ
の
後
'
朝
鮮
や
'

満
州
を
除
-
大
陸
の
各
地
で
奉
斎
さ
れ
た
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
｡
し
か
し
'
ボ
イ
ン
-
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
-
､
政
府
に
よ

る

｢皇
祖
神
=
天
照
大
神
｣
奉
斎
に
あ
る
の
で
あ
る
｡
｢国
魂
大
神
｣
奉

斎
と
い
っ
て
も

､
そ
れ
は

｢皇
祖
神
=
天
照
大
神
｣
を
前
提
に
し
た
奉

斎
(合
死
)
な
の
で
あ
る
｡
｢国
魂
大
神
｣

の
奉
斎
(合
紀
)
が
菅
の
い
う

戦
時
体
制
期
に
な
ぜ
'
朝
鮮
の
国
幣
小
社
の
昇
格
の
条
件
に
な
っ
た
の

か
､
と
い
う
こ
と
も
'
こ
の
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
｡

こ
こ
で
い
う
'
国
家
神
道
の
論
理
と
は
､
神
々
の
､
皇
祖
=
天
照
大

神
へ
の
集
中
で
あ
り
､
ま
た
偉
人
や
功
臣
を
配
る
神
社
化
(信
仰
で
は

な
-
道
徳
の
標
準
)
の
こ
と
を
い
う
｡

西
来
庵
事
件
で
は
西
来
庵
と
い
う
斎
堂
が
拠
点
と
な
り
､
三

･
1
独

立
運
動
の

｢独
立
宣
言
書
｣
の
署
名
者
三
三
名
は
､
全
員
が
宗
教
者
で

あ
っ
た
｡
そ
の
内
訳
は
天
道
教

一
五
名
'
キ
リ
ス
ト
教

〓
ハ
名
'
仏
教

二
名
で
あ
っ
た
｡

朝
鮮
に
お
い
て
は

1
九
四
五
年
八
月

一
六
日
～
二
三
日
の
1
週
間
余

の
間
に

｢神
詞
･奉
安
殿
に
対
す
る
放
火
･破
壊
｣
が

二
二
六
件
と
'
｢警

察
官
署
に
対
す
る
襲
撃

･
占
拠
｣
な
ど
の
一
四
九
件
に
次
ぐ
多
き
で
あ

っ
た
(森
田
芳
夫

r朝
鮮
終
戦
の
記
録
-

米
ソ
両
軍
の
進
駐
と
日
本

人
の
引
揚
｣
巌
南
堂
､

1
九
六
四
年
'
九
四
頁
)
｡

〔謝
辞
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
､
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
､
同
資
料
室
'
神
道

文
化
会
の
各
機
関
､
な
ら
び
に
新
田
光
子
､
菅
浩
二
'
そ
れ
に
同
僚
の

平
健
次
の
各
氏
に
は
'
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
｡
記
し
て
謝
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
る
｡

(な
か
じ
ま

み
ち
お
)
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